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２０２６年 1月１９日 

 

 

 連携協定のポイント及び概要 

◆国立大学法人大阪大学、豊中市及び株式会社りそな銀行は、企業版ふるさと納税を活用して、

三者の強みを生かした連携の取組みを推進することにより、研究成果によるイノベーション創

出を通じた豊中市域を含む地域活性化、新産業創出等を図ることを目的として、2026 年 1

月２６日に連携協定を締結します。 

◆本連携のスキームとしては、りそな銀行から豊中市へ企業版ふるさと納税が行われ、豊中市

で産業支援事業に活用されると共に、豊中市から大阪大学には研究成果の社会実装支援の

取組みへの補助という形で資金拠出が行われます。これにより大阪大学では事業化を目指す

研究シーズを有する研究者に対し、グラント支援（1 件あたり最大 1000 万円、総額７億５千

万円）を行います。 

◆この取組により、本学研究者の独創的な基礎研究シーズを深化・展開し、新たな用途や応用可

能性を見出すことで、豊中市内事業者を含めたマッチング等を見据えた事業連携の展開、ス

タートアップ創出等が期待されます。 

◆この連携について、１月 26日（月）１0時 3０分から大阪大学豊中キャンパス（大阪大学会館）

において記者発表を行い、三者から連携の意義、取り組みの詳細内容についてご説明いたし

ます。つきましては、当日のご取材をよろしくお願い申し上げます。 

  

 記者発表概要  

【日時】 1月 26日（月）10:30～11:05 

【会場】 大阪大学豊中キャンパス 大阪大学会館 アセンブリー・ホール 

 〒560-0043 大阪府豊中市待兼山町 1-１３ 

 アクセス： https://www.osaka-u.ac.jp/ja/access/top 

 

【出席者】 国立大学法人大阪大学 理事・副学長 藤尾 慈 

       豊中市 市長 長内 繁樹 

 株式会社りそな銀行 取締役副社長兼執行役員 南 和利 

        

【内容】 連携の意義、取り組みの内容についてご説明 

 

大阪大学・豊中市・りそな銀行が連携協定を締結 
大学×行政×金融の力で、企業版ふるさと納税を活用して 

研究成果によるイノベーション創出を推進 
【記者発表：1/26（月）10:30～＠大阪大学豊中キャンパス（大阪大学会館）】 

恐れ入りますが、記者会見の開催も含めて本件内容に関する
解禁は以下の日時でお願い申し上げます。 
TV・ラジオ・WEB・・・1月２６日（月）１０時３０分（日本時間） 

新   聞   ・・・1月２６日（月）夕刊 

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/access/top
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【取材申込について】 

本記者発表について、ご取材いただける際は、１月２３日（金）正午まで

に以下のWeb登録フォームから申請をお願いします。 

■取材申し込み登録フォーム  

 https://forms.office.com/r/xqciSBzuWv 

 

【解禁日時】 

  恐れ入りますが、記者会見の開催も含めて本件内容に関する解禁は以下の日時でお願い申し

上げます。 

  １月２６日（月） １０時３０分 

 

 

 


